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令和４年度 第７回人事委員会 会議結果 

 

一 日 時     令和４年９月２日（金） 午前１０時００分から１０時１５分まで 

 

二 場 所     人事委員会委員室（県庁第二庁舎７階） 

 

三 出席者 

１ 人事委員   委 員 長  小 松 哲 也 

         委   員  中 本 久美子 

         委   員  細 田 耕 治 

２ 事務局職員  事 務 局 長  川 本 晴 彦  次長兼給与課長  前 田 俊 和 

任 用 課 長  尾 田 聡 子  係     長  米 田 康 孝 

係   長  足 立 陽 子  係     長  山 口 玲 夏 

※新型コロナウイルスの感染防止の観点から、事務局職員の委員室への入室は説

明者など必要最小限の人数とし、必要に応じて隣室（執務室）から呼び出す形

で対応 

３ 傍聴者    なし 

 

四 議 題 

報告第１号 ２０２２年度給与勧告等に関する要求書について 

 

五 議 事 

議事について公開又は非公開のどちらとするかについて審議を行い、報告第１号は公開とすること

について全員の合意を得た。 

 

◇報告第１号 

２０２２年度給与勧告等に関する要求書について、事務局が説明した。 
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【説 明】 
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【質疑等】 

委 員：確認になるが「７．労働基準監督強化について」の（１）にある「時間外勤務の正確な実態把

握」については職員団体員を含む職員の働きかけも重要と思うが、職員団体もそのような働き

かけを行っておられるか。 

     また、任命権者に対し指導すること、との要求だが、人事委員会として具体的にはどこまで、

どのように指導できるか。 

事務局：「時間外勤務の正確な実態把握」については、職員団体も職員に対する働きかけは行っている。 

     指導については、例えば学校現場で時間外勤務が増えると校長や教頭にうるさく言われるか

ら時間外勤務の記録をつけないようなことがあるのではないか、時間外勤務をするなというば

かりでなくきちんとマネジメントするよう管理職を指導せよという要求だと思われる。手とり

足とり指導するわけにはならないが、人事管理報告で言及するような方法が考えられる。 

     特に教員の場合、時間外勤務と言いつつ在校等時間なので、三六協定違反等の事態になるも

のではなく、そもそも教員の時間外勤務はいわゆる「超勤四項目」に限定されておりそれ以外

は学校に残っていても法的には時間外勤務ではないので、在校等時間に対して労働基準監督機

関の立場で直接指導することはできない。教育委員会が自ら定めたルールを守るようにという

ワンクッションある形になるので、三六協定違反なら個別に事情を聞いたりもできるが、そこ

まで立ち入ることはできないのが実態。 

     なおかつ、これらは県立学校についての話であり、義務教育学校については労働基準監督の

権限が首長にあるので、人事委員会はそもそも指導できる立場ではない。 

委 員：県立学校はそれほど超過していない。 

事務局：そこまで時間外勤務が著しいという実態はない。新型コロナウイルス感染症により部活動が縮

小していることもあり、少し落ち着いているところがある。 

委 員：回答案の中で検討することとしたい。 

 

 

六 次回人事委員会の開催 

  令和４年９月９日（金）午前１０時００分から開催することとした。 

 


